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PROFILE　1933年静岡県生まれ。エッセイスト。元NHKアナウンサー。紅白歌合戦白組司会を９年連続担当。NHKの顔とし
て活躍した。２０００年に脳梗塞で倒れ失語症になるが、「毎日24時間がリハビリ」の決意で短期間に復帰。歌舞伎や文楽など
の伝統芸能にも造詣が深く、『大向うの人  々歌舞伎座三階人情ばなし』、『歌舞伎は恋：山川静夫の芝居話』など著書多数。

話せることは、人間の本当に素晴らしい能力であり、
神様から与えられた恩恵だと思います。

（笑）。考えてみたら歌舞伎座の三階席か

らいつも「音羽屋～、成駒屋～、中村屋～」

と声を掛けていた。大向こうはただ大き

な声だけでは舞台に届かない。鉄砲玉の

ようにぽ～んと通すものです。知らず知

らずのうちに大向こうで声がしっかり鍛

えられていたのでしょうね。

　失語症になって声に対する意識はがら

りと変わりました。しゃべること、話せ

ることは、人間の本当に素晴らしい能力

であり、神様から与えられた恩恵だと思

います。これを活かす、いや、活かさず

して人間はあり得ない。どれだけ声が尊

いものか、心から感謝しています。そし

て80年の人生で、ようやくわかったのは、

表現は「伝える」ということよりも「伝

わる」ことが一番大事。たくさんしゃべっ

たり、うわべだけ話術で取り繕ってもき

ちんと相手の心に響かなければ意味がな

い。そして「伝わる」ためにはやはり最

後は人間性。声は人なり。これからも「伝

わる」ために声ととことん付き合ってい

きたいと思います。

　僕は静岡浅間神社の神主の息子です。

「かけまくもかしこき～」という祝詞の

声を聞いて育った。自分ではあまり意識

していませんが、歌舞伎の大向こう、ア

ナウンサー、そして脳梗塞で倒れて失語

症からのリハビリ、思えばずっと声と共

に生きてきたともいえますね。

　東京の大学に入り、そこで寮の仲間か

ら歌舞伎の魅力を教わります。初めて歌

舞伎座に行った時は、初代中村吉右衛門

と六代目中村歌右衛門との豪華顔合わせ。

踊りや所作、衣裳などももちろん素晴ら

しかったのですが、やはり声の表現力に

度肝を抜かれました。それから役者の声

色を遣うのに夢中になり、ひょんなこと

から学生時代に十七代目中村勘三郎の舞

台にも声色で出演することになる。これ

も声に関わる素晴らしいご縁ですね。

　大向こうも60年間掛け続けています。

NHKのアナウンサーになり、当時はラ

ジオ全盛時代。とにかく声を酷使しては

毎晩毎晩酒を浴びるように飲む。それで

も僕だけはとうとう声は潰れなかった

　僕の両親は共に声楽家だったので、グランドピアノ

の上に置かれたベビーベッドで眠り、ピアノの脚の近

くで遊び、音楽や声を聴きながら育ちました。ドイツ

で生まれ、8歳で日本に来た記念に母がくれたCDの

中にヒップホップMC、エミネムが入っていた。もう

夢中になって、何とかエミネムのように声を出したり、

歌いたくて何度も聴いては発音や声を真似してました。

僕は英語をエミネムに教わった（笑）。

チャンスは突然やって来ました。中学2年の時にジャ

イアンのオーディションに受かってしまった。嬉しい

というより怖かったけど無我夢中でやってきました。

ジャイアンはガキ大将なので堂々とした声ですが、大

声を出すだけではなく、力強さ、パワフルさをどうやっ

て声で表現するかを、まだまだ日々模索しています。

いつか師匠と仰ぐスネオ役の関智一さんに「おまえ、

すごいな」と言われるのが、今の僕の目標です。

ジャイアンの力強さ、パワフルさを
どうやって声で表現するか日々模索中

PROFILE　14歳の時に「ドラえもん」の剛田武（ジャイアン）役に抜擢され、現在は、
アニメの他にもナレーションや自身が座長を務める天才劇団『バカバッカ』などの
活動も精力的に行っている。主な出演作品にアニメーションとしてドラえもん（剛田
武〈ジャイアン〉役）、輪るピングドラム（高倉冠葉、ペンギン1号役）、CØDE:BREAKER
（平家将臣役）、ナレーションとしてNHK ドイツ語講座、NHK 探検バクモン他 多数。

　私の原点は小学生の頃に見たマイケル・ジャクソン

の『スリラー』のビデオ。頭を叩かれたような衝撃を

受け、もうブラックミュージックの虜に。ホイットニー・

ヒューストンの歌唱力やマライア・キャリーのハイ

トーンボイスにも憧れて、他の子供と遊びもせずに毎

日毎日、CDを聞いては練習に明け暮れていた（笑）。

　声の練習はほぼずっと独学でやってきました。大切

なのは声の良し悪しではなく、その瞬間瞬間にどれだ

け人に愛、暖かさ、自分の思いやりを伝えられるかと

いうことだと思います。歌うことによって自分が成長

し、声もまた変化して行くのだと思う。ボブ・マーリー

没後に奥さんが歌った『One Love』の中の「みんな辛

い時も手を取り合って一つの愛で乗り越えよう」とい

う歌詞に自分の生き方があるような気がします。私が

辛くて悲しい時に音楽で救われた様に、私の声で人を

救ってあげられたらとっても幸せですね。

歌うことによって自分が成長し、
声もまた変化していく

PROFILE　2006年デビュー。レゲエ・ソウルミュージックをルーツに持つシンガーソング
ライター。07年原爆ドーム前で異例のライブを行い、08年には大型フェスに20本以上
出演。被災地で出会った七ヶ浜の沿岸のガレキに埋もれたピアノと避難所の合唱団の
子どもたちと「人間失格～生きることは素晴らしいのです～」をレコーディング。LOVE & 
PEACEを伝える活動を続けている。7月にNEW ALBUM「Girls to Woman」発売予定。

　私の生まれ育った相馬地方は郷土芸能が盛んなとこ

ろで、民謡は生活と密接に結びついていました。長兄

の結婚式で地元の長老が歌う長持唄に強く感動したの

がきっかけで高校卒業後、吾妻桃也先生に入門。歌修

行というよりもこれは人生修行でした。練習といえば、

師匠の出番前に舞台で歌う一曲が全て。それも、同じ

曲を2年も3年もひたすら歌い込む。この修行のお陰

で声が磨かれたのだと思います。

　民謡は、お腹から大きな地声を出すのが一番大切。

そして声は健康のバロメーター。調子が悪ければ声は

出ない。大きな声で毎日民謡を歌うのが最高の健康法

ですよ（笑）。民謡は故郷と切っても切り離せないもの。

山や田んぼなど、生まれ育った故郷の風景が目に浮か

びます。皆さんも、故郷の民謡を、一曲でも二曲でも

声に出して歌って下さい。お子様やお孫さんに皆さん

の声で故郷を伝えてくれると嬉しいなあ。

生まれ育った故郷の風景が目に浮かぶ、
民謡は故郷そのもの

PROFILE　1942年、福島県浪江町生まれ。60年、第14回NHKのど自慢全国
コンクール民謡の部で福島県代表となる。63年に上京し、翌年「長持唄」でデ
ビュー。全国各地で民謡の心を歌っている。90年「全国ご町内音頭」日本コロ
ムビアゴールデン・ディスク賞～プラチナ賞受賞。2008年「民謡名人位」受章。
11年「民謡栄誉賞」受賞。現在、一般社団法人日本歌手協会理事。
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